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〒680-0846　鳥取市扇町 21 番地
℡  （0857）21-2331・2266  ℻  （0857）21-2267

鳥取県立生涯学習センター
（県民ふれあい会館）

申込・
問合せ先

問合せ先

県内の公民館、学校、社会教育団体、生涯学習
グループ等や鳥取県に在住・在勤の生涯学習に取
組む個人で、作品展示及び生涯学習、社会教育活
動の発表をご希望の方はご相談ください。

日頃の学習成果を発表してみませんか！日頃の学習成果を発表してみませんか！生涯学習展示コーナー

平成27年度 展示予定 まだまだ空きがあります。お早めに！

展 示 期 間 発 表 団 体 等

9月26日～10月 1 日 華道連合会（嵯峨御流）（５作品）

10月14日～10月19日 華道連合会（古流松藤会）（５作品）

11月10日～11月17日 ラ　フォト青空　写真展

11月20日～11月22日 姫柿盆栽展示会

11月28日～12月 3 日 鳥取県障害者社会参加推進センター
障がい者作品展

12月 5 日～12月10日 華道連合会（遠州山陰支局）（５作品）

「生涯学習展示コーナー」のご利用にあたって…
•利用期間は、14日以内です。
•パネル・机・白布・ショウケース等はご用意します。（数量限定）
•センターホームページや情報誌等で広報します。
•作品の販売はできません。
•作品等の毀損・盗難等があった場合の損害賠償はできません。
•その他、詳細はお問い合わせください。

ふるさと再発見生涯学習講座（歴史）

古代山陰道の謎に迫る ～ 鳥取西道路の遺跡から紐解く ～
　平成29年度鳥取西道路の開通に向けて実施されている発掘調査が終盤を迎えています。
各発掘現場では貴重な遺跡や遺物が発見されており、新たに古代山陰道と考えられる道路遺構も確認されました。
遺跡から見えてきた古代山陰道の役割や地域の成り立ち、先人の営みなどについて深く学んでみましょう！

●行　　程 7：30  生涯学習センター発
 8：45 ～ 9：30 斎尾廃寺跡・大高野官衙遺跡
 10：00 ～ 11：20 伯耆国分寺跡・法華寺畑遺跡
 11：30 ～ 12：30 昼食
 13：00 ～ 14：30 青谷上寺地遺跡（古代山陰道解説と現地見学）
 15：00 ～ 16：00 大桷遺跡（発掘現場及び遺物見学）
 16：30 ～ 17：30 因幡国庁跡ほか
 18：00  生涯学習センター着

●開催日時 平成 27年 10月 16日（金）　7：30～ 18：00
●講　　師 鳥取県教育委員会事務局文化財課
  文化財主事　大川泰広氏　ほか　現地講師
●定　　員 40 名
●受 講 料 2,500 円（昼食代・バス代一部負担）
●申込期間 10 月６日（火）まで　※先着順
●申込方法 窓口・電話・FAX・メールで申込み

講座企画 鳥取県立生涯学習センター（県民ふれあい会館）
旅行実施 ㈱日本交通旅行社鳥取営業所

〇この講座の旅行実施は、日本交通旅行
社鳥取営業所です。受講決定者へは、
直接、旅行社が旅程表ほか必要書類を
郵送します。旅行に関しての詳細は、
旅行社の約款に従います。受講料は、
日本交通旅行社にお支払いください。

〇悪天候の場合や天災等で講座を中止す
　ることがあります。

（社）全国旅行業者会会員
鳥取県知事登録旅行業第２－２号
旅行業務取扱管理者／田中　良治

　発掘が終了すると埋めもどされて工事に取りかかります。

受講申込は、

鳥取県立生涯学習センタ
ーへ！

TEL（0857）21-2
331
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鳥 取 県 立 大 山 青 年 の 家
〒689-3319　西伯郡大山町赤松明間原 312-1
TEL（0859）53-8030　FAX（0859）53-8265
Eメール  daisen_seinen@pref.tottori.jp

問
合
せ
先

鳥取県立船上山少年自然の家
〒689-2525　東伯郡琴浦町山川 807-2
TEL（0858）55-7111　FAX（0858）55-7119
Eメール  senjyozan_syounen@pref.tottori.jp

問
合
せ
先

様々な方にご利用いただける主
催事業があります。指導員が厳
選したプログラムで、自然体験
や仲間づくりを行います。

船上山・大山の豊かな自
然を存分に体験できます。（登
山・カヌー・沢登り・スキー…）
教員である指導員が感動体験の
お手伝いをいたし
ます。

町内会の行事に、社内研修に、様々なご要望に応えられる
よう豊富な体験プログラムを準備しています。
野外体験だけではなく、屋内でも可能なレクリエーション・
クラフトなどもあります。
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本校のボランティア委員会有志は、板井原集落を平成 24年度から訪問してき
ました。当初は高校生として何が出来るか手探り状態でしたが、地域の伝統的お
祭りである「花籠祭り」のお手伝いをすることから住民との交流が深まり、この
地区に伝わる様々な文化、歴史、伝承を記録し、伝えていく活動を行っています。
平成 25年度には板井原集落をメインにした智頭町内の観光プランを作成した

「観光甲子園」に出場し、最優秀賞である文部科学大臣賞を受賞し、学校と地域
との連携をアピールすることができました。また、平成 26年度には、集落内の
蔵を活用した「板井原ふるさと館」をオープンさせました。集落内の散策だけで
はわからない謎につつまれた板井原集落の過去、そして今を伝えています。これ
らの取組みは板井原集落の住民の方々、智頭町役場の支援、そして住民と学校と
をつなぐ地域おこし協力隊との協働があってのものです。
生徒たちは様々な活動に参加し、多くの方からの感謝の言葉を受けて、確かな

手ごたえを感じながら確実に成長し、巣立っています。関係する人々がウィンウ
ィンになれることが、持続可能な活動へつなげていく上で大変重要です。今後も、
住民や訪れる人のために何が必要なのかを考えながら活動を続けていきたいと思
います。

　手作り
の集落資
料館やジ
オラマな
ど協力隊
や高校生
が集落に入って色々として
くれることは大変ありがた
いことだと思っています。
集落が元気になり、活性化
しています。本当に感謝し
ています。

板井原集落 は、智頭駅からつづら折りの急な細い道を車で 15分ほどいった山奥に、ひっそりとたたずんでいます。居
住は３軒のみ。数戸の住民は、麓の智頭町中心部に移住し、通いで家と田畑を維持しています。
昭和 30年代にタイムスリップしたかのような集落は、平成 16年２月に県の「伝統的建造物群保存地区」に選定され、
文化財保存や活用の取組が継続して行われており、多くの観光客が訪れています。
智頭農林高等学校ボランティア委員会の高校生と地域おこし協力隊員が、集落の方と一緒になって活動している姿を紹
介します。

鳥取県立智頭農林高等学校　
ボランティア委員会担当　教頭　岸

きし

本
もと

　智
さと

志
し

さん

若者の力で地域づくり！

智頭町役場 企画課　
地域おこし協力隊
（板井原集落保存担当）

励
と

波
なみ

　修
しゅう

平
へい

さん

集落の方と一緒に取り組む「花籠祭り」の準備

完成した資料館「板井原ふるさと館」

ジオラマの製作

板井原集落

藤
ふじ

原
わら

　修
おさ

身
み

さん平成 24 年から地域おこし協力隊とし
て集落の伝統・文化・歴史などの無形財
産の持続可能な保存と活用を目的に活動
しています。
具体的な活動として、地元の智頭農林

高校生と連携しての資料館の開設、集落
の最盛期である昭和 30 年代の風景のジ
オラマ作製、またその作製を行うワーク
ショップの企画運営などを行いました。
今後は集落の主要産業であった炭焼きの
映像や文章等での保存を考えています。
住民の皆様に負担にならないように一

緒に活動していきたいと思います。

　最初はこんな山奥の集落になぜ人々が住み着いたのか不思議に
思っていましたが、集落での活動をするうちに、集落の人々の生き
様がこの村の原点であるということがわかりました。私もこの村で
生まれていたら、板井原の人間だと胸をはって言っていたでしょう。

　私は今まで、ややマイナス思考で考えることが多かった
のですが、この３年間板井原集落を訪問して、様々な行事
に参加するたびに、周りに何かをアピールするという力が
ついてきたような気がします。とても貴重な体験でした。

ぜひおこしください

活動した高校生の感想
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ご　案　内

　県政の課題について県民の皆さんの意向を速やかに把握する
ため、インターネットを通じてアンケートに回答していただけ
る方を募集しています。
調査回数   概ね年 15回程度
　　　　　　（施策の状況等によって増減する場合があります。）
募集人数   1,000 名程度
活動期間   申し込み完了後から平成 28年 3月まで
活動へのお礼   回答回数に応じて図書カードをお送りします。
　　　　　　※応募資格・応募方法等、詳しくはお問い合わせください。

① マンガは一コマ作品のみとし、大きさはA４判で片面のみに描
いたものとします。

② 作品は簡単に消えないものとし、カラー・モノクロを問いません。
③ 応募は、個人、グループのいずれでも可能で、応募者一人あた
りの出品数の制限はありません。

④ 応募作品は未発表のものとし、作品は返却しません。
※著作権について
応募作品の著作権は、作者に帰属します。ただし、本事業実施者が行う応募作
品を活用した啓発等については、無償で応募作品の全部または一部を利用する
ことができるものとし、作者はこれを受諾するものとします。

県内各地で開催

鳥取大会マスコット
キャラクター

「ウサメ」

会員募集！

応 

募 

規 

定

※平成26年度
　電子アンケート会員の方はプレゼント対象外です。

とっとり
ふれあい

平成 27年度

県政の課題について県民の皆さんの意向を速やかに把握する

平成 27年度

近畿高等学校総合文化祭鳥取大会 検索

県政参画電子アンケート 検索

鳥取県元気づくり総本部県民課
〒680-8570 鳥取市東町１-220
TEL（0857）26-7848　FAX（0857）26-8112　Eメール  kenmin@pref.tottori.jp

【問合せ先】

【問合せ先】

【問合せ先】
第35回近畿高等学校総合文化祭 鳥取県実行委員会事務局
〒680-8570 鳥取市東町１-２71（鳥取県教育委員会事務局高等学校課内）
TEL（0857）26-7917　FAX（0857）26-0408　Eメール  kinsoubun@pref.tottori.jp

公益社団法人鳥取県人権文化センター「とっとりふれあい人権マンガ大賞」係
〒680-0846  鳥取市扇町２１　ふらっと内
TEL（0857）21-1712　FAX（0857）21-1714　Eメール  t-jinken@infosakyu.ne.jp

ユニバーサルデザインの推進 ～みんなが暮らしやすい社会をめざして～

平成 26年度 中学生の部《大賞作品》
作品名『いろんな人と生きる』

賞 小学生、中学生、高校生の部 一般の部

大　賞
（各 部 門 1 点） 賞状及び図書カード 10,000 円 賞状及び賞金 50,000 円

優秀賞
（各部門 5点程度） 賞状及び図書カード 3,000 円 賞状及び賞金 5,000 円

※応募方法等、詳しくはお問い合わせください。

人権マンガ大賞

新規登録の方

携帯電話、スマートフォンは
こちらから

員募集員募員募募集

新規登録の方

平成27年  11月14日（土）▶11月22日（日）

近畿地域２府８県の高校生が
芸術文化活動の成果を発表します。
どなたでもお越しいただけます！

1月14日（土11月14日（土土土）▶▶ 1月22日11月22日（日）

近畿地域２府８県の高校生が
芸術文化活動の成果を発表します。
どなたでもお越しいただけます！第35回

近畿高等学校総合文化祭鳥取大会

募集テーマ




